
 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

  コロナ禍により見送っていました優良工業地視察研修を４年ぶりに行いました。今年は、震災から復興 

を遂げている岩手県を視察先に、経済産業省中小企業庁より中小企業グループ補助金を活用して復旧した 

企業の推薦をいただき、宮古市の(株)小西鋳造と共和水産(株)を視察して参りました。 

震災と雇用状況 

雇用の動向に震災が大きな影響を与えた。震災前は高齢化・過疎化の影響が大きく、市内での就職希望 

や職業訓練のニーズは低かった。しかし、震災直後は職人になって街を復興させたいとの思いが多く、職業 

訓練校でのニーズは高かった。しかし、震災後 12年経つと社会も次第に落ち着き、震災前の状況に戻って 

いる。 

株式会社 小西鋳造 

津波により社員 1名が亡くなり、もともとの本社屋と木型を保管していた倉庫が 

津波に流された。溶解が出来ない(鋳造できない､鋳物を造れない)と操業停止になる 

上、取引先に多大な迷惑をかけてしまう。このため、震災後に同じ機能の溶解炉を 

持つ第二工場を新設。Ａが被災してもＢが機能すれば被害は最小限に抑えられる。 

鋳造用の木型は、保管スペースをとる上、製品の 

秘密保持などの責任があるので保障の問題が付き 

まとう。木型は津波で流された訳だが、次の発注へ 

の対応が必要になった。このため、木型を預からな 

いで済むように、ＩＴによる回転体鋳物用砂型製 

造技術に次第にシフトしている。 

共和水産 株式会社 

 津波により、借りていた倉庫とともに 1億３千万円の原材料が流された。借金返済と復興の 

ため、王冠をかぶって「イカ王子」として活動している。ＨＡＣＣＰ（ハサップ：国際的に認 

知されている衛生管理の手法）を取得し安全安心な工場も設けた。 

しかし、三陸は日本一の水産の町だったが、今水揚げ量が全くない。漁獲減少の原因は、乱獲 

か地球温暖が影響しているのか、はっきりしない。復興の補助金で設備投資して冷蔵冷凍設備 

の拡充を行ったが、スイッチを入れられない。電気代も高騰しており 1ｋｇ冷やすのも 100トン 

冷やすのも電気代は同じで、使用していない。 

スルメイカが、かつては 100円／㎏だったのが 

今は 1,000円もしている。原材料は 10倍に高 

騰しているが、国内での売価は 10倍になって 

おらず、加工業者にしわ寄せが来ている。｢今 

は魚がいないのが悩み」とのことでした。 

 
 

 

８月５日(土)～６日(日)、若林公園、松陰神社、国士舘大学 

世田谷キャンパスの一部にて「第４４回せたがやふるさと区民 

まつり」が開催されました。 

昨年に引続き、世工振では、「広域避難誘導塔 AE-TOWER」 

の紹介ブースを出展し、子供向けに AE-TOWERのクイズ 

コーナー等を用意するなど区民の方々に楽しんでもらい 

ました。（来年は、馬事公苑での開催を予定とのことです） 
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近年、子ども達の｢知の創造性｣を育むＳＴＥＡＭ教育(※)と呼ばれる教育が話題となっており、世工振 

では 2021年より、このＳＴＥＡＭ教育のきっかけになればと、ものづくりの基盤となるプログラミングを 

学ぶ教室（小学生対象）を開催しています。本年も会員企業の ROBBOJAPAN(株)の協力により、７月２７日 

より２日間、延べ３１組の親子が参加されました。昨年に続き盛況で、関心の高さがうかがえました。     

※ STEAM 教育とは、科学（Science）、技術（Technology）、工学（Engineering）。アート（Art）、数学（Mathematics） 

の 5 つの領域を対象とした理数教育に創造性教育を加えた教育理念。知る（探究）とつくる（創造）のサイクルを 

生み出す、分野横断的な学びです。 

 
 

 

 

 

(専修学校）日本菓子専門学校〔世田谷区上野毛〕が主催する第１４回スイーツ＆ブレッドコンテストが 

７月２７日に開催されました。このコンテストは、世工振の片平会長が実行委員長を務めており、（公社） 

世田谷工業振興協会、（公財）世田谷区産業振興公社、世田谷区商店街連合会、及び東京商工会議所世田谷 

支部が協賛し、世田谷区が後援しています。 

昨年度より新設された世田谷区の保坂区長による特別賞もあり、当日は茨城県など遠方からの参加者含め 

１０名の高校生が参加し、和菓子・製パン・洋菓子の各部門に分かれて、皆将来のパティシエ目指し真剣 

に実技に取り組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【世工振】「英語で学ぶロボット教室」開催 

【世工振】「第１４回スイーツ＆ブレッドコンテスト」開催 

（味覚審査） （表彰式） （実技審査） 

事務局からのお知らせ 

 
 
 
 
 
世工振では、人材育成事業として、日本能率 

協会マネジメントセンターのご協力を得て 

通信教育講座を開講します。 

受講修了者に対し受講料の一部助成(会員半額 

･会員外３０％)を行います。従業員の自己啓発 

支援として受講者をご推薦いただき、組織の活 

性化を図っていただければ幸いです。 

（詳細は同封のパンフレットをご覧ください） 

 

◆通信教育講座募集（助成あり） 

 

（片平実行委員長挨拶） 

 
 
 
 
 
東京都及び(公財)東京都中小企業振興公社は、価格

高騰による負担軽減に向けて、中小企業者等に支援

金を交付します。（申請期間 8/1～10/31） 

・特別高圧電力使用 

(直接受電 500万円、 

ﾃﾅﾝﾄ入居 10万円) 

・工業用ＬＰガス使用(10万円) 

詳細は、右の２次元コードより 

◆特高電力・工業用 LPガス支援金について 

 

（武藤副会長挨拶） 


